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【手続補正書】
【提出日】平成29年8月7日(2017.8.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各々が、入射光に基づく電荷を蓄積する光電変換部と、浮遊拡散部と、前記光電変換部
に蓄積された電荷を前記浮遊拡散部に転送するトランジスタとを備え、リセット信号と、
画像信号とを出力する、行列状に配列された複数の画素と、
　前記複数の画素の各々を順次選択することによって、前記複数の画素の各々から順次前
記リセット信号と前記画像信号とを出力させる走査回路と、
　前記画素から出力された、前記トランジスタがオン状態になり、その後オフ状態になっ
た後の前記浮遊拡散部の電位に基づく１つの画像信号を、第１の利得及び前記第１の利得
とは値が異なる第２の利得を含む複数の値の利得のそれぞれで増幅することによって得ら
れた複数の画像信号を出力する、増幅部と、
　保持回路部と
　を備え、
　前記走査回路が、前記複数の画素のうちの第１の画素の選択を開始してから、その次に
前記複数の画素のうちの第２の画素の選択を開始するまでの期間である読み出し期間にお
いて、前記保持回路部が前記増幅部から出力される前記リセット信号を保持する回数が、
前記保持回路部が前記増幅部から出力された複数の増幅された画像信号を保持する回数よ
りも少ない
　ことを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記増幅部は、さらに前記リセット信号を、前記第１の利得及び前記第２の利得のいず
れか一方のみにより増幅することを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記リセット信号を増幅する際の利得は前記第１の利得であり、前記第１の利得は、前
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記第２の利得よりも大きいことを特徴とする請求項２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記増幅部と前記画素とがそれぞれリセットされた後、前記増幅部は、前記リセット信
号を前記第１の利得のみで増幅し、その後、前記画像信号を前記第１の利得で増幅し、そ
の後、前記画像信号を前記第２の利得で増幅することを特徴とする請求項３に記載の撮像
装置。
【請求項５】
　前記増幅部のリセットが、前記増幅部の利得が前記第１の利得に設定された状態で行わ
れ、前記増幅部がリセットされた後、前記増幅部の利得が前記第１の利得に設定されたま
ま前記リセット信号が増幅されることを特徴とする請求項４に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記読み出し期間において、前記増幅部のリセットが行われる回数は１回であることを
特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記読み出し期間は、前記第１の画素がリセットされてから、前記第２の画素がリセッ
トされるまでの期間に対応することを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項８】
　リセットされた画素の出力信号であるリセット信号と、入射光に基づく出力信号である
画像信号とを出力する、行列状に配列された複数の画素と、
　前記複数の画素の各々を順次選択することによって、前記複数の画素の各々から順次前
記リセット信号と前記画像信号とを出力させる走査回路と、
　前記画素から出力された１つの画像信号を、第１の利得及び前記第１の利得とは値が異
なる第２の利得を含む複数の値の利得のそれぞれで増幅することによって得られた複数の
画像信号を出力する、増幅部と、
　前記リセット信号と、複数の値の利得で増幅して得られた複数の画像信号との各々を保
持する複数の保持回路を有する水平転送部と、
　を備え、
　前記走査回路が、前記複数の画素のうちの第１の画素の選択を開始してから、その次に
前記複数の画素のうちの第２の画素の選択を開始するまでの期間である読み出し期間にお
いて、前記増幅部から出力される前記リセット信号の個数は、前記増幅部から出力された
複数の増幅された画像信号の個数よりも少なく、
　前記リセット信号を保持する保持回路の個数は、前記増幅された複数の画像信号を保持
する保持回路の個数よりも少ない
　ことを特徴とする撮像装置。
【請求項９】
　前記水平転送部は、前記増幅された複数の画像信号と前記増幅されたリセット信号との
差に基づく信号を、前記水平転送部の出力信号として出力することを特徴とする請求項８
に記載の撮像装置。
【請求項１０】
　前記撮像装置は、リセット信号を出力するリファレンス画素をさらに含み、
　前記増幅部は差動入力端子と差動出力端子を有する完全差動増幅器を含み、
　前記完全差動増幅器の差動入力端子のうちの第１の端子には前記リファレンス画素から
出力されたリセット信号が入力され、前記完全差動増幅器の差動入力端子のうちの第２の
端子には前記画素から出力された画像信号が入力される
　ことを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項１１】
　前記撮像装置は、前記完全差動増幅器の差動出力端子から出力される差動信号をシング
ルエンド信号に変換して出力することを特徴とする請求項１０に記載の撮像装置。
【請求項１２】
　前記撮像装置は、前記完全差動増幅器の差動出力端子から出力される、複数の値の利得
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で増幅して得られた複数の画像信号を保持する複数の保持回路を有する水平転送部をさら
に備え、
　前記保持回路に保持された複数の画像信号は、前記水平転送部から並行して出力される
　ことを特徴とする請求項１０に記載の撮像装置。
【請求項１３】
　請求項１乃至１２のいずれか１項に記載の撮像装置と、前記撮像装置から出力される信
号を処理する出力信号処理部とを備えることを特徴とする撮像システム。
【請求項１４】
　前記出力信号処理部は、前記第１の利得により増幅された画像信号に対し、前記第２の
利得を前記第１の利得で除算して得た利得比を乗算することを特徴とする請求項１３に記
載の撮像システム。
【請求項１５】
　前記出力信号処理部は、前記第２の利得により増幅された画像信号に対し、前記第１の
利得のときのオフセット成分と、前記第２の利得のときのオフセット成分との差分を用い
てオフセット成分の補正を行うことを特徴とする請求項１３に記載の撮像システム。
【請求項１６】
　前記出力信号処理部は、
　前記第１の利得により増幅された画像信号に対し、前記第２の利得を前記第１の利得で
除算して得た利得比を乗算し、
　前記第２の利得により増幅された画像信号に対し、前記第１の利得のときのオフセット
成分と、前記第２の利得のときのオフセット成分との差分を用いてオフセット成分の補正
を行い、
　さらに、
　前記出力信号処理部は、
　前記画像信号に前記利得比を乗算することにより生成された信号、
　前記オフセット成分の補正により生成された信号、及び
　前記乗算により生成された信号と前記オフセット成分の補正により生成された信号とを
重み付け平均して得た信号
　のいずれか１つを前記画素の入射光量に応じて出力する
　ことを特徴とする請求項１３に記載の撮像システム。
【請求項１７】
　各々が、入射光に基づく電荷を蓄積する光電変換部と、浮遊拡散部とを備え、リセット
信号と、画像信号とを出力する、行列状に配列された複数の画素と、
　前記複数の画素の各々を順次選択することによって、前記複数の画素の各々から順次前
記リセット信号と前記画像信号とを出力させる走査回路と、
　前記画素から出力された、前記浮遊拡散部の電位に基づく１つの画像信号を、第１の利
得及び第２の利得を含む複数の値の利得のそれぞれで増幅することによって得られた複数
の画像信号を出力する、増幅部と
　を備える撮像システムの駆動方法であって、
　前記走査回路が、前記複数の画素のうちの第１の画素の選択を開始してから、その次に
前記複数の画素のうちの第２の画素の選択を開始するまでの期間である読み出し期間にお
いて、前記増幅部のリセットを少なくとも１回行うこと、
　前記読み出し期間において、前記光電変換部に蓄積された電荷を前記浮遊拡散部に転送
すること、及び
　前記読み出し期間において、前記増幅部のリセット信号を保持する回数よりも、前記転
送の後の前記浮遊拡散部の電位に基づく１つの画像信号を前記第１の利得及び前記第２の
利得のそれぞれで前記増幅部が増幅することによって前記増幅部から出力される複数の画
像信号を保持する回数を多くすること
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項１８】
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　前記第１の利得により増幅された画像信号に対し前記第２の利得を前記第１の利得で除
算して得た利得比を乗算することをさらに含むことを特徴とする請求項１７に記載の方法
。
【請求項１９】
　前記第２の利得により増幅された画像信号に対し、前記第１の利得のときのオフセット
成分と、前記第２の利得のときのオフセット成分との差分を用いてオフセット成分の補正
を行うことをさらに含むことを特徴とする請求項１７に記載の方法。
【請求項２０】
　前記第１の利得により増幅された画像信号に対し、前記第２の利得を前記第１の利得で
除算して得た利得比を乗算すること、
　前記第２の利得により増幅された画像信号に対し、前記第１の利得のときのオフセット
成分と、前記第２の利得のときのオフセット成分との差分を用いてオフセット成分の補正
を行うこと、及び
　前記乗算により生成された信号、前記オフセット成分の補正により生成された信号、及
び前記乗算により生成された信号と前記オフセット成分の補正により生成された信号とを
重み付け平均して得た信号、のいずれか１つを前記画素の入射光量に応じて出力すること
　をさらに含むことを特徴とする請求項１７に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の一態様に係る撮像装置は、各々が、入射光に基づく電荷を蓄積する光電変換部
と、浮遊拡散部と、前記光電変換部に蓄積された電荷を前記浮遊拡散部に転送するトラン
ジスタとを備え、リセット信号と、画像信号とを出力する、行列状に配列された複数の画
素と、前記複数の画素の各々を順次選択することによって、前記複数の画素の各々から順
次前記リセット信号と前記画像信号とを出力させる走査回路と、前記画素から出力された
、前記トランジスタがオン状態になり、その後オフ状態になった後の前記浮遊拡散部の電
位に基づく１つの画像信号を、第１の利得及び前記第１の利得とは値が異なる第２の利得
を含む複数の値の利得のそれぞれで増幅することによって得られた複数の画像信号を出力
する、増幅部と、保持回路部とを備え、前記走査回路が、前記複数の画素のうちの第１の
画素の選択を開始してから、その次に前記複数の画素のうちの第２の画素の選択を開始す
るまでの期間である読み出し期間において、前記保持回路部が前記増幅部から出力される
前記リセット信号を保持する回数が、前記保持回路部が前記増幅部から出力された複数の
増幅された画像信号を保持する回数よりも少ないことを特徴とする。
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